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れ た の に比べ ，hCG に干渉 されず に LH を単独測定 で

きる RIA を 設定 し た ．  胞状奇胎流産前後の 下 垂体

前葉 の ゴ ナ ド ト ロ ピ ソ 分泌予備能 は ，従来 FSH の み を

指標 に し て い た が ，LH の 分泌 予備能 も 明ら か に しえ

た ．

　 44．絨毛性腫瘍治療後における間脳 ・下蠢体
一

卵巣
一

子 宮内膜系機能に 関
．
する研究

　　　 （長崎大）

　　　　　　　高村　慎
一，三 浦　清巒 ，平島　直信

　　　　　　　加瀬　泰昭 ，河 野 　前宣 ，山 辺 　　徹

　 目的 ： 絨毛性腫湯の 治療後管理 には種 々 の 内分泌学的

指標が必要である．こ れ ら指標 に 影響す る 間脳
・
下垂体

一卵 巣
一子 宮 内 膜系機能 に は 不 明な 点が 多 い の で 検討 し

た い ．

　方法 ： 奇胎30例，破奇 ll例 を対象 に し，治療後 の hC （∫
，

LH （LH 一
β 系），

　 FSH
，
　 estradiol （E2），

　 progesterone（P ），

17α
一〇HP を radioimmunoassay にて経日的｝こ測定し ，

適 宣 LH −RH 　test，　premarin　test，　BBT ，子宮内膜診 を 施

行 し た ．

　成績 ： 間脳 ・下垂体機能 の 回復 は 主 に E2 の 下降と

関連 し て 回復 し ，FSH 分泌開始時の 血 中 hCG
，
　E

、，
　 P，

17α
一〇HP の 平均値は奇胎で は それぞれ869 ・8mlU ！mi ，

48．4P91ml，0，56ng！ml ，519．5P9／ml ， 破奇 で は各 lt　379 ．3

mIU ！m1 ，
63・3PgXml

， 0・76ng〆m1 ，438．OP9／ml で あ り，

また LH −RH 　test に よ る FSH 分泌予備能は hCG 値約

1，000mlu ／ml よ り，LH 分泌予備能 は 約300mlU ！ml よ

りみ られ た 。hCG 値 の LH レ ペ ル 到達前 に お け る 間

脳 ・下垂体
一

卵巣機能は FSH
，
　LH

，
　E2

，
　P の 動態 よ り，

（1） FSH と LH
，　Ez と P の 上 昇 を認 め る 間脳 ・下垂体

一卵巣が正常に保た れ て い る排卵型 （40％）， （皿）FSH

と LH ，　E， の 上昇 を認め るが P の 上昇の ない 間脳 ・下 垂

体 と卵巣は
一

応正 常 に保た れ て い る が ，どち らか の 機能

が やや低下 し て い る無排卵型 （25％），（皿）FSH と LH

の 上昇 は 認 め る が ，E2 とP の 上 昇 を 認め な い 卵巣機能

低下型 （25％）， （W ）FSH と LH の 上 昇も認 め な い 間

脳
・下垂体機能低下型 （10％） に 分類 で きた ．ま た40％

の 排卵型 に お け る排卵時 の hCG 値 は 42・39mlU ！ml で

あ り，低単位 hCG は排卵を 障害 ｛、ない と思 われ た ，こ

の 様な hCG 存在
．
ドに お け る排卵時の BBT は 松本 の 分

類 にて B 型 ， C 型が 多 く，高温相 の 延長 した 例 も ， 高温

面積指数は 減少し ，黄体機能不 全を 思 わ せ る もの が 多か

つ た．初 回ま た は 2 回目の 排卵後 ，高温相 に て 施行 し得

た 内耳難乗ぱ 遅延 し ，特 に 化学療法 を施行 し た破奇 で は 全

例 ，遅延 ま た は dysfunctional　 endornetrium の 豫 を 示 し

た ．化学療法 を 5 コ ース 以上 施行 した 5症例 に卵巣機能

抑制に起 因 す る と思 わ れ る hypergonadotrepic状態を 認

め た．

　 質問 　 　 　 （新潟大）半藤 保

　HC 住 β が 検出 された に もか か わ らず ，排卵 し た症例

の HCG 一
β の 最高値を ご教示下 さ い ．

　 答弁　　　　　　　　　　　　（長崎大 ）高村　慎
一

　 hCG 一
β に て は ．最高 54m王U ／m1 （全 例 をよ排 卵 時 を は か つ

て い ませ ん ）hCG で は71．90の もの が あ r）ます．

　排卵時の hCG
，
　hCG・β 値，

　 質問　　　　　　　　　　　（大阪大）青野　敏博

　 1． 長期化学療法 に よ り卵巣機能障害 の 起 つ た症例 は

reversible で すか ？又卵巣機能 が 回復す る の に どの 位の

期間か か り ますか ？

　質問　　　　　　　　　　　　（
．Tf’葉大）加藤　孝乎

　 i，化 学療法 5 コ ー一ス 施行後妊 娠症 例 は 何％あります

か ．

　質問　　　　　　　　　　　（大阪大）青野　敏博

　絨腫揚 に 対す る 化学療法後卵巣機能障害 が 起 る こ とを

内分泌 学的 に帳告 され ました が ，卵 の 障轡の 発生 も考え

られ ます の で 化学療法 を 行つ た あ とは どの 位避妊 させ ま

す か ？

　答弁　　　　　　　　　　　（長崎大）高村　慎一

　化学療法 5 ・i −一ス 施 行後妊娠症例 は 何％あ ります か ？

　 本 症例 （on奇　H 例 中 ） に 現在 まで 2例 の 妊 娠 を 認 め

た ．うち 1例 は hypergonadotropic 状態を示 した もの で

あつ た ．hypergonadotropic 状態 は ほ ぼ 1〜 2 ヵ 月 で 回

復す る もの が ほ とん どで すけれ ど，1例だ けは 排卵 ま で

数 ヵ 月を要 した もの が あつ た．40歳以 ヒの 1例 は その ま

ま ，更年期 に 移行 し た ．
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